






























































き続けた。その問いはやがて、落語を壊すということに談志を駆り立てた。それ故、いわゆる「古典落語 の愛好家た は談志を毛嫌いする傾向があった。登場人物を演じながらも、ふと落語家立川談志が現れてきてしまう。 「うーん、いまのはね……」と、ときには落語の実況解説までする。談志の落語はいわばメタ落語な であって、作品の世界観に浸ることを許してく ない。　
メタであるが故に、談志の落語はさまざまな矛盾やねじれを呼び込む 一
応、噺の内容に入ったとしても、談志が登場人物のなかに没入したり消失したりすることはない だから 状況はマクラと大して変わら いことになる。実際、二〇〇二年の独演会でマクラの中途に客席から「やってよォ」とヤジが飛んでくると、談志は即座に「やってるじゃねぇかよ」 答え いる。冒頭 引 た、未来とは、努力と …… くだりは、 「やかん」のマクラで談志 地の文として言うこともあれば、ご隠居から八っつ んへの台詞 して演じられることもある。談志とご隠居は入れ替わる。どっち も大して変わらない。紙幅がない で強引に飛ばしてしまうが これ ひいて言えば、談志 人生 落語が入れ替え可能あるという事態を引き起こしてしまうのではないか。　
健康を損ねて老いや死ということを考えざるを得なくなってからの談志にとっ


















またマクラが始まったかのような状況に逆戻りしてしまう。ただし、スムーズにいかないというのは、サゲを言ってお辞儀をすることで終わるという落とし噺の伝統的な形式 比較してのことであるから、その形式に身を委ね 必要はないと判断してあえて回避しているとすれば、その 態をスムーズでないと切り捨てることはできないだろう。とは え、この二回の「やかん」におい は、自分の落語の出来に満足でき ことも相まって、終わ 場所が見つからな 、どこで終わっても気持ち悪い、それが第一であったのではない という印象を与える着地となっている。　
二〇一一年一一月、談志が死んだ（回文で、逆から読んでもダンシガシンダ） 。
自らの希望である「ふとした病」で死ぬ は叶わなかった落語家は ボロボロの体を引きずって、筆談をして晩年をひっそり 過ごし 。　
最期の一ヶ月弱は意識不明だった。
　　　　
＊＊＊
　
生前に自分で決めた戒名は「立川雲黒斎家元勝手居士」 。
「俺の落語は、あっちもこっちも分から くなっちゃう……」 。　
話している俺に、聞いている俺、死んだ俺は確かに俺だけど、そういう俺は誰
なんだ……。　
あっ、これは談志が愛した『粗忽長屋』というまた別のお噺。
今泉瑠衣子（総合国際学研究科博士前期課程）
　
二〇一一年三月の気管切開手術
以後、声の出なくなった談志が公に姿を現すことは かった。その（私たちにとっての）空白期間を埋めてくれるのが、談志の長女である松岡弓子の日記である。談志の元弟子・快楽亭ブラックの『立川談志の正体』と合わせて読まれたい。立川談志という人間の奥行きが感じられるはず。松岡克由が立川談志になる過程を談志自身が語った一代記も必読。　
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